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≪≪≪≪7.   そのそのそのその他他他他 農水省関連農水省関連農水省関連農水省関連≫≫≫≫ 

（7-3）農水省 漸く蜜蜂不足の調査へ 蜜蜂保護の視点が欠如 2009.4.4 農業情報研究所 

(7-4) 農水省 第１回 ミツバチ不足問題に関する有識者会議 配布資料 

 (7-5) 農水省 第２回 ミツバチ不足問題に関する有識者会議 配布資料 

 (7-6) 農水省 畜産草地研究所 ミツバチ不足に関する調査研究報告書 2010.4 

 

≪≪≪≪8.   ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ諸国諸国諸国諸国のののの農薬農薬農薬農薬・・・・ネオニコチノイドネオニコチノイドネオニコチノイドネオニコチノイドへのへのへのへの対応対応対応対応≫≫≫≫ 

関連サイト 農業情報研究所 http://www.juno.dti.ne.jp/~tkitaba/  記事以下 

（8-1）イギリス 蜜蜂等授粉昆虫減少の原因の本格究明へ  2009.4.23 

（8-2） 2020年のフランス農業 生産性維持と自然資源・生物多様性の保全 2009 3.2 

（8-3）英国土壌協会 蜜蜂の大量死関連殺虫剤の禁止を要請 仏・独・伊に倣え 2008.9.29 

（8-4）ドイツ 蜜蜂が GM作物・モノカルチャ－・農薬を逃れて都市に避難 2008.8.25 

（8-5）フランス 農薬使用量半減 公共食堂注文食材の 20％や有機にＧＭ作物商業栽培は凍結 

の方向 2007.10.26 

（8-6）フランス 農薬使用を 10年で半減 有機農地面積比率は 2012年までに 3倍増の 6％に 

2007.10.25 

（8-7）フランス研究機関 農薬使用量削減のために農業方法変更 統合農業を推奨 2005 12.19 

（8-8）欧州議会決議 養蜂と花粉媒介昆虫を救え 殺虫剤使用予防措置を 2003 10.11 

（8-9）フランス 殺虫剤フィプロニルで蜜蜂大量死 2003.6.9 

(8-10) オーストラリア養蜂に暗雲 ヘギイタダニ上陸 時間の問題 2010.4.8 

(8-11)ヨーロッパ養蜂産業は１０年足らずで壊滅 蜜蜂が集約農業と農薬の犠牲 2009.4.28 

(8-12) フランス食品衛生安全機関 ネオニコチノイド系殺虫剤 Cruiser の販売を容認 但し 

蜜蜂の曝露は最低限に 2009.12.18 

 

≪≪≪≪9.   インターネットインターネットインターネットインターネット情報情報情報情報    海外海外海外海外情報情報情報情報≫≫≫≫ 

（9-1）ドイツが蜜蜂問題で農薬禁止  

    A. Benjamin. Pesticide: Germany bans chemicals linked to honeybee devastation. Guardian 

    May,2008. 

（9-2）ドイツ、フランスが蜜蜂関連の農薬禁止 遺伝学者は米国にも禁止を迫る 

  World and Habitat Conservation News. Germany and France Ban Pesticides linked To Bee 

Deaths; Geneticist Urges U.S. Ban. June, 2008. 

（9-3）ドイツは蜜蜂大量死問題で８つの農薬を禁止 
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  Natural news. Germany Bans Eight Pesticides linked to Honeybee Population Collapse      

Aug, 2008.  

(9-4) イタリア ネオニコチノイドで種子処理しない種を撒いたらミツバチが復活 

  European Research Media Center: www.youris.com 2009.7 

(9-5) イタリア ミツバチがネオニコチノイド散布で気が狂い迷子に 

European Research Media Center: www.youris.com 2009.5 

Bees go mad and become lost because of neonicotinoid dispersion 

(9-6)米国農務省 USDA(United States Department of Agriculture)  

ARS (Agriculture Research Service)  

最新のＣＣＤ報告書 Survey Reports Latest Honey Bee Losses 2009. 5 

(9-7) Committee on the Status of Polinators in North America 2007 

「Status of Pollinator in North America」The National Academy Press 2007 

 (9-8) 米国シエラ・クラブは、ＥＰＡに対してニコチン系殺虫剤の禁止を要望した 

   Sierra Club urges EPA to suspend nicotinyl insecticides 

      Organic Consumer Association 2008 

(9-9) 米国農務省USDA Forest Service｢Imidacloprid Human health and Ecological Risk Assessment 

Final Report｣2005 

 

≪≪≪≪10．．．．    浸透性農薬浸透性農薬浸透性農薬浸透性農薬フィプロニルフィプロニルフィプロニルフィプロニルととととトンボトンボトンボトンボ減少減少減少減少≫≫≫≫ 

(10-1) 上田哲行他「野生生物の物学的知見研究課題（野生２）：アカトンボ減少傾向の把握とその原因究

明」平成 21年度 ExTEND2005野生生物の生物学的知見研究発表会 2010.03 

(10-2) 神宮字寛、上田哲行他「フィプロニルとイミダクロプリドを成分とする育苗箱施用殺虫剤がアキ

アカネの幼虫と羽化に及ぼす影響」農業農村工業会論文集 2009; 259: 35-41 

(10-3) 嶋田知英他「水稲害虫防除農薬の節足動物に与える影響評価」埼玉県衛生科学国際センター報 

第 1号  

(10-4)小山淳他「水田内のクモ類、アカネ属トンボ幼虫およびユスリカ類・幼虫に対する水稲初期害虫防

除の影響」北日本病虫研報 2003；54：123－125 

(10-5)古川農業試験場 作物保護部「水田の捕食性天敵類に対する農薬の影響」第 47 回日本応用動物昆

虫学会講演要旨 1999; p133 

(10-6) 嶋田知英他「初期水稲農薬が水田に生息する非防除対象節足動物に与える影響」関東東山害虫研

究会会報 2004; 51: 167-170 

(10-7)石川昇三「田園から消えた赤トンボ」毎日新聞 地方・発 2010.8 

(10-8) Gunasekara AS et al.「Environmental fate and toxicology of fipronil」J. of Pesticide science 

32(3),189-199, 2007-08-20  

(10-9) 石本万寿広他「新潟県におけるフィプロニル抵抗性のイネドロオイムシ個体群の発生」 

Proceeding of the Association for Plant Protection of Hokuriku.(53),37-42,2—4-12. 

(10-10) 月岡忠他「農産物中のフィプロニルとその代謝物 MB-46513 の分析」Bulletin of the Nagano 

Research Institute for Health and Pollution(25),13-18,2002. 
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